
資料６ 

１ 京都市の総合計画の体系図 

  

 

 
 
 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市理念（都市の理想像） 

世界文化自由都市宣言 
市会の賛同を得て昭和 53（1978）年 10 月 15 日宣言 

都市は，理想を必要とする。その理想が世界の現状の正しい認識と自己の伝統の深

い省察の上に立ち，市民がその実現に努力するならば，その都市は世界史に大きな役
割を果たすであろう。われわれは，ここにわが京都を世界文化自由都市と宣言する。 

世界文化自由都市とは，全世界のひとびとが，人種，宗教，社会体制の相違を超え

て，平和のうちに，ここに自由につどい，自由な文化交流を行う都市をいうのである。 
京都は，古い文化遺産と美しい自然景観を保持してきた千年の都であるが，今日に

おいては，ただ過去の栄光のみを誇り，孤立して生きるべきではない。広く世界と文

化的に交わることによって，優れた文化を創造し続ける永久に新しい文化都市でなけ
ればならない。われわれは，京都を世界文化交流の中心にすえるべきである。 

もとより，理想の宣言はやさしく，その実行はむずかしい。われわれ市民は，ここ

に高い理想に向かって 進み出ることを静かに決意して，これを誓うものである。 

京都市基本計画 
基本構想の具体化のために全市的観点から

取り組む主要な政策を示す計画 

各区基本計画 
基本構想に基づく各区の個性を生かした魅

力ある地域づくりの指針となる計画 

市政の基本方針 

京都市基本構想（グランドビジョン） 

21 世紀の京都のまちづくりの方針を理念的に示す長期構想 

＜2001（平成 13）～2025（令和 7）年＞ 

市会の議決を得て平成 11(1999)年 12 月 17 日策定 

京都市基本計画（第１期） 

＜平成 13(2001)～平成 22(2010)年＞ 

部門別計画 地域別計画 

はばたけ未来へ！ 京
みやこ

プラン 2025  

京都市基本計画（第３期） 
＜令和 3(2021)～令和 7(2025)年＞ 

各区基本計画（第２期） 
＜平成 23(2011)～令和 2(2020)年度＞ 

各区基本計画（第３期） 

＜令和 3(2021)～令和 7(2025)年＞ 

はばたけ未来へ！ 京
みやこ

プラン 

京都市基本計画（第２期） 

＜平成 23(2011)～令和 2(2020)年度＞ 

分野別計画・行財政改革の計画・毎年度予算 

各区基本計画（第１期） 

＜平成 13(2001)～平成 22(2010)年＞ 



２ 京都市基本計画策定までの取組 

⑴ 京都市基本計画審議会（令和元年８月設置） 

京都市政に広範な知見を有する有識者，関わりの深い関係団体，公募委員等により，未来

志向で基本計画策定に向けた議論を行った。 

  ア 委員名簿（５０音順，敬称略，令和３年１月現在，◎：会長，○：副会長） 

安保千秋 弁護士 

池坊専好 華道家元池坊次期家元 

内海日出子 公益社団法人京都市保育園連盟常任理事 

奥野史子 スポーツコメンテーター 

長上深雪 龍谷大学社会学部教授 

川﨑雅史 京都大学大学院工学研究科教授 

鈴木順也 NISSHA 株式会社代表取締役社長兼最高経営責任者， 

一般社団法人京都経済同友会特別幹事 

曽我謙悟 京都大学大学院法学研究科教授 

○ 塚口博司 立命館大学理工学部特任教授 

塚本能交 京都商工会議所会頭（令和２年４月から） 

仁連孝昭 滋賀県立大学名誉教授 

原良憲  京都大学経営管理大学院教授 

廣岡和晃 日本労働組合総連合会京都府連合会会長 

前田康子 公益社団法人京都市私立幼稚園協会前理事 

牧紀男  京都大学防災研究所教授 

松井道宣 一般社団法人京都府医師会会長 

◎ 宗田好史 京都府立大学文学部和食文化学科教授 

村井信夫 社会福祉法人京都市社会福祉協議会顧問， 

京都市市政協力委員連絡協議会代表者会議代表幹事 

安井順一郎 文化庁地域文化創生本部事務局長（令和３年１月から） 

山本菜摘 市民公募委員 

（計２０名） 

（前委員）肩書きは，委員就任時のもの 

 立石義雄 京都商工会議所会頭（令和２年３月まで） 

 三木忠一 文化庁地域文化創生本部事務局長（令和２年１２月まで） 

 

 

 

 



 

  イ 開催経過 

審議会 開催日 内容 

第１回 令和元年８月９日（金） 
現行基本計画の総括と，次期基本計画検

討に当たってのキーワードについて議論 

第２回 令和元年８月２９日（木） 重点戦略について議論 

第３回 令和２年１月１４日（火） 重点戦略について議論 

第４回 令和２年２月７日（金） 政策の体系について議論 

第５回 

令和２年９月２日（水）～ 

９月１１日（金） 

※新型コロナウイルス感染症の拡大

防止のため，書面審議により開催 

政策の体系及び行政経営の大綱について

議論 

第６回 令和２年１０月１２日（月） 
基本計画案全体及びパブリック・コメン

トの実施について議論 

第７回 令和３年１月２０日（水） 
パブリック・コメント等の総括及び答申

案について議論 

 

⑵ 京都市基本計画策定推進本部（令和元年６月設置） 

   融合の視点に立ち，全庁を挙げて徹底した議論を行うとともに，活発な審議会運営のため

に，審議材料の作成・提供などの対応を行った。また，基本計画策定に当たっての考え方及

び審議会答申を踏まえ，基本計画案を決定した。 

 

（推進本部の体制） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本部会議＞ 

本 部 長：市 長 
副本部長：３副市長 
本 部 員：各局区長等 

＜幹事会＞ 

幹 事 長：総合企画局市長公室計画調整担当部長 
副幹事長：行財政局財政部行財政改革担当部長 
     総合企画局市長公室政策企画調整部長 
幹  事：各局区等庶務担当部長 
     区長会当番区地域力推進室長等 

＜代表会議＞ 

各局等庶務担当部長等 



 

⑶ 市民参加・職員参加 

事業名 実施時期 件数等 概要 

市民アンケート
調査 

平成３０年１１月 
～１２月 

回収数４，２９０通 
回収率３５．８％ 

市民の生活実感や定住意向，京都の持
つ都市の魅力やイメージ，京都市のまち
づくりの課題についての意見など，市民

の意識やニーズを探るため，１８歳以上
の市民１２，０００人（住民基本台帳（外
国人を含む）から無作為抽出）に，郵便

でアンケート調査を実施した。 

審議会委員公募 
平成３１年３月 

～４月 
応募者数９人 

市民から基本計画審議会委員を公募

し，１名を選考・委嘱した。 

Ｕ３５- 
ＫＹＯＴＯ事業 

令和２年８月～ － 

概ね３５歳以下の京都で活躍する若
手経営者，ＮＰＯ職員，大学生等が，基

本計画に係る市民参加事業への支援を
目的に令和元年１０月から検討を重ね，
令和２年８月にＵ３５-ＫＹＯＴＯ事業

を立ち上げた。当該事業の内容について
は，随時，基本計画審議会にも報告し，
審議に活用した。 

 

京都の未来像
の実現に向け

たプロジェク
トの創出 

令和２年８月～ 

プロジェクト創

出件数３２件 
（令和２年末時点） 

基本計画に掲げる未来像の実現に向
けた公益性の高い取組を広く募集し，プ

ロジェクトを創出した。また，プロジェ
クトについては，基本計画で掲げた「市
民の役割」にも盛り込んだ。 

若手市民の活

動内容の発信 
令和２年８月～ 

若手市民の活動
内容の発信件数

３３件 
（令和２年末時点） 

共感の輪を広げて，市民の自発的な行
動につなげるため，基本計画に掲げる
「市民の役割」の実践例として，主体的

に行動する若手市民の姿をウェブマガ
ジン等で情報発信した。 

交流会の開催 令和２年１１月 参加人数７０人 

Ｕ３５-ＫＹＯＴＯ事業への参加メン
バーや京都市職員等が交流し，京都の未
来像の実現に向けたプロジェクトの具

体化やこれからの連携につながるよう
な招待制の交流会を開催した。 

職員研修 
令和２年１０月 

～１１月 
参加人数３０人 

パブリックコメント普及協会等の協

力の下，基本計画案を題材に，対話型パ
ブリック・コメントの研修を実施した。
受講した職員は，堀川高校や総合支援学

校６校に出向き，生徒から意見を聴取し
た。 

次期京都市基本
計画（案）に係る

パブリック・コメ
ント 

令和２年１１月 

～１２月 

応募者数７９４名 

意見数１，６３８件 

審議会において基本計画案を公表し，
市民から幅広い意見を聴取した。 

意見聴取に当たっては，市内各所への

意見募集冊子の配布，京都市情報館，町
内回覧用チラシやメーリングリスト・Ｓ
ＮＳ，ラジオによる周知を行った。 

また，大学・高校の授業やゼミ等に出
向いたり，ＷＥＢ会議を利用して，基本
計画案について説明のうえ，意見を聴取

するとともに，Ｕ３５-ＫＹＯＴＯ事業
の参加メンバーの協力も得て，意見を聴
取した。 



事業名 実施時期 件数等 概要 

市政に関係する
団体及び自治体

への周知・意見聴
取 

令和２年１０月 

   ～１２月 

周知・意見聴取数

４１８団体， 
３１自治体 

市政に関係する団体及び自治体へ基

本計画案を周知し，意見を聴取した。 

 
 


